
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★トピックス 注意喚起情報 

★大崎市消費生活ウォッチャー １月調査結果から 

<消費生活関連・食品の品質表示関連> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大規模災害が発生すると，それに便乗した悪質商法が多数発生します。 
 不審な電話や訪問販売には十分注意してください。困ったときには，大崎市消費 
生活センターへご相談ください。         （国民生活センター見守り新鮮情報より引用） 

災害に便乗した悪質商法にご注意ください！！ 



 

 

 

１月中に１２名のウォッチャーから報告を受けた情報を販売形態別にまとめました。 

 

＊電話の怪しい勧誘，しつこい勧誘，目的がわからない勧誘などの報告です＊ 

 ・保険の見直しという電話があったが，「すでに他社で契約している。」と答えると機嫌が悪く電話を

切られた。 

 ・ある宗教を勧める電話があった。最近は訪問ではなく電話で来るのかと思った。 

 ・「停電時に備えて太陽光蓄電池の設置の案内」と電話が来た。「新たな費用は掛からない 0円で

す。」という。現在の光熱費の範囲で可能かどうかも含めて訪問して説明したいと言われたが必要

ないので断った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・スマホのＳＭＳに身に覚えのない宅配荷物の配送案内があった。 

 ・新聞記事に当地域の特殊詐欺被害が掲載されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消 費 生 活 関 連 

 電話勧誘 

その他 

消費生活相談員からのコメント 

 今月は，“保険の見直し”という電話勧誘があったとの報告が 3件ありました。窓口販売がコロ

ナ感染等の対策で難しくなってきていると思われます。 

報告では，生命保険の総合代理店からの勧誘か，個社からの勧誘かどうか不明ですが，生

命保険の契約は，目的に合わせてプランや契約内容をきちんと確認することが大切です。説明

がわからない，理解できない時は，再度わかりやすく説明していただくよう求めるか，契約は急

がずに，家族に同席を求め，家族と相談してから判断しても遅くはありません。 

 電話勧誘は，不意打ち性がありますので，「安い」「無料」「今だけ」などと強調して，すぐに契約

を迫るような悪質な勧誘を受けた場合には，曖昧にせずにきっぱり断ることが大切です。 

 強引な勧誘や怪しい勧誘があった場合には，消費生活センターにご相談ください。 

消費生活相談員からのコメント 

 携帯電話へＳＭＳで身に覚えのない宅配業者からの不在通知の件は，前回166号で注意喚起

しておりますので，引き続き連絡したり返信したりＵＲＬをクリックしないよう注意してください。 

 特殊詐欺の手口も巧妙になっておりますので，多機能電話で番号表示設定にするナンバーデ

ィスプレイ（電話会社への契約が必要で有料になります）や留守番電話に設定する・録音機能を

活用するなど，電話に出て慌てて対応しないように，普段から対策をしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～災害時の食料品の備蓄について～ 

大規模災害の発生時や新型感染症の急激な拡大時には，食料品等の需要が集中し，また，

店舗への供給も減少することが予想されます。また，大規模災害により，自宅での避難生活を

余儀なくされる場合や，新型感染症の拡大防止のため，自宅待機となった場合などは，家庭に

ある食料品が重要なものとなります。農林水産省の公表資料には「最低でも３日分，できれば１

週間分程度の家庭での食料品の備蓄に取り組むことが望まれる」と，書かれています。いま一

度，家の中の食料品等の備蓄について確認してみましょう。     （農林水産省ＨＰより一部抜粋） 



 

 

 

１月中に１２名のウォッチャーが日常生活で店舗調査した結果です。下記の４つの品目につ

いて表示事項を確認しました。 

〈１月分〉 

品目別 調査品 表示事項 調査延べ店舗数 表示状況 

生 

鮮 

食 

品 

農産物 

人参 

名称・産地 

２４ 
有 ２４ 

無 ０ 

バナナ ２４ 
有 ２４ 

無 ０ 

水産物 貝 

名称・産地 

２４ 
有 ２４ 

無 ０ 

畜産物 豚肉 ２４ 
有 ２４ 

無 ０ 

加工食品 チーズ 

名称・原材料名・内容

量・賞味期限・保存方

法・製造者(販売者)名・

製造者(販売者)住所 

１２ 

有 １２ 

無 ０ 

◆報告 

・12 月末から 1月初旬までは，お正月と大雪のため，特に葉物野菜が高騰していたようだ。 

・長芋の出荷が不足しているようで，青森産も商品が昨年より悪い。地元の農家の話によると生育途

中で芯芽が何かに喰われたということだった。 

・バナナの袋に「血圧を下げる」という表示があった。 

・人参は大雪のため高値になると思われたが，購入しやすい価格で，品質も良かった。 

・バナナは寒さの影響で皮の部分が変色しやすいが，気温が低いにもかかわらず変色はなかった。 

・青森産のしじみが販売されていた。 

・熊本産のあさりが販売されていた。中国産の貝も多いが，あさりが一年中販売されているとは思わ 

なかった。 

・豚肉は，正月明けで品薄だった。 

・人参のポップ表示は千葉県産なのに，個々の商品には茨城県のシールが貼ってあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品の品質表示

関連 

消費生活相談員のコメント 

人参について：産地表示で報告のあった，「全体に対してポップで表示されている産地と，個々

に貼られていた産地の表示が違っていたもの」に対しては，当該店舗に出向いて確認いたしま

す。 

貝について：国内で生産される貝の種類と生産量は，農林水産省の公表資料によると，平成２

９年は「あわび類」が９６２トン，「さざえ」６,０８３トン，「あさり類」７,０７２トン，「ほたてがい」３７１,０

４２トン，「カキ，寿司や刺身に使われているアカガイやホッキガイ，パエリヤなどに使われるムラ

サキイガイなど，その他の貝類」が２２０,８７７トンとなっています。普段買い物をしていると，輸入

品が目に付きますが，国内から輸出している品種もあるようです。  (参考：農林水産省ＨＰより一部抜粋) 

 

 



～編集後記～  

もうすぐ東日本大震災から１０年になります。先日も福島県沖を震源とするM７.３の地震があり

ました。気象庁によると，「東日本大震災の余震」と説明しています。 

今後も大きな地震が発生すると予測されることから，飲食料の備蓄や非常用持ち出し袋などの

点検，避難経路の確認などもう１度見直して災害に備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

本誌「くらしウォッチャーだより」では，消費者基本法，大崎市消費生活ウォッチャー設置規則に基

づき，消費生活ウォッチャーから寄せられた報告文書等の中から，被害の未然防止に役立つ情報を

提供しております。 

掲載される報告やコメントは，全てのトラブルや相談に適用するものではなく，具体的な対応は

個々の事案により異なります。大崎市消費生活センターでは，消費生活関係法令に照らした事実調

査を行ったうえで，必要と認めた場合は各関係機関へ指導や要請を行うこととしております。 

 

※無断で転用や掲載，引用することは固くお断りいたします。 

 

 

消費生活に関する相談，各種講座等のお問合せ，この情報誌についてのご意見 

等は，下記宛にご連絡ください。 

 

大崎市消費生活センター（大崎市総務部市政情報課） 

受付 月～金（祝日を除く）午前９時～午後４時 

Tel．０２２９-２１-７３２１(直通) ０２２９-２３-９１２５ ・ Fax．０２２９-２４-９５９５ 

E-mail：shisei＠city.osaki.miyagi.jp 

〒989-6188 

               大崎市古川七日町 1番 1号（東庁舎 1階） 

 

 

令和３年２月２６日 発行 

 

令和３年２月１２日  令和２年度消費生活サポーター養成講座 

 


